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使用後のホルダーには血液が付着している可能性があります。

使用後は速やかに廃棄してください。［感染の危険性がありま

す。］

感染の危険性があるため、採血部位の消毒を必ず行ってくださ

い。また採血後はばんそうこうなどで止血と保護を行ってくださ

い。傷口が治りにくいときには、こまめに消毒してください。

保護キャップをねじ切って取り外した状態で放置しないでく

ださい。［針が誤って発射される危険性があります。］

指先以外からの採血により測定を行うことが可能ですが、血糖

値が急激に変動する可能性があるときは、指先からの採血を

してください。［低血糖の症状があるときや運動の後など、急激

な血糖変動が認められるとき、血糖変動は指先より遅れるとの

報告があります。］

再使用禁止。使用後は必ず廃棄してください。［感染の危険

性があります。］

使用時に保護キャップが外れていたり、ゆるんでいる場合

は使用しないでください。［保護キャップを外さない限り無

菌性が保たれています。］

【使用目的又は効果】

【使用方法等】

保護キャップをねじ切った後、引っ張って、保護キャップを取り外

してください。
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＊【使用上の注意】

＜その他の注意＞

保護キャップを取り外したらすぐに使用してください。

穿刺時にホルダーが採血部位から離れると、必要な採血量が

得られない場合があります。採血時は「パチン」と音がするまで

ホルダーを採血部位から離さないでください。

一度作動させると二度と作動しないので、穿刺時以外は作動

させないでください。

35℃以上の高温下で保管された場合は、十分な穿刺深さで穿刺

ができず、必要な採血量が得られない可能性があります。

【保管方法及び有効期間等】

保管方法

水濡れや、直射日光、高温多湿（35℃以上）を避けて保管して

ください。

使用期間

箱に記載しています。［自己認証（当社データ）による］

＜重要な基本的注意＞

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】


